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第２節  施設における取組み事例 

第４章第１節の図４－５～図４－１０にて、訓練課題の実施結果を就職活動に活用案の例

を提示したが、施設においての取組みについて、栃木センターと茨城センターの２施設の事

例をあげる。 

まず、栃木センターでは、平成２１年度の機構委員が中心となり、１２月下旬に就職対策

委員会で、訓練課題の結果を活用した資料を作成し、今後活用できるところは、就職活動に

活用していくことについて検討され、図４－１１～図４－１５の資料構成のように作成され

た。 

 

図４－１１ 表紙（栃木センター活用例） 

図４－１１は、訓練課題の概要、資料構成、使用した回路などの情報を記述している。 
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図４－１２ 訓練科の訓練内容と訓練課題の評価範囲（栃木センター活用例） 

 訓練受講者が、所属している訓練科の６か月間のカリキュラムを示し、今回の訓練課題の

対象範囲が、黄色で色づけされた部分であることを示している。 
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図４－１３ 訓練課題問題と訓練生が作成したプログラムリスト（栃木センター活用例） 

 

 実際に実施した訓練課題問題と訓練受講者が作成した解答になる。訓練受講者の解答は、

複数ページに渡るため、ここでは割愛する。 
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図４－１４ 訓練課題習得結果シート（栃木センター活用例） 

 図４－１４の訓練課題習得結果シートについては、訓練課題実施後の左評価項目について、

訓練受講者にどれだけできたかの自己評価及び、訓練課題を実施するに工夫した点などを記

入させて、その後回収し、訓練課題の結果を指導員が右欄に記入する構成となっている。 
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図４－１５ 採用企業へのお願いと問い合わせ先（栃木センター活用例） 

 

 資料の最後に、採用企業担当者様への施設からのお願いと施設の問い合わせ先を入れてあ

る。 
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次に、茨城センターでは、平成 21年度の機構委員により、図４－１６、図４－１７の事

例が作成された。これから訓練受講者に少しずつ試行していくと報告があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１６ 訓練課題内容・作業内容（茨城センター活用例） 

実施期間 11/1～11 計：36時間 氏名：

訓練内容 ・Cat5eおよびCat6のLANケーブルコネクタの組み立て

・ピアツーピア環境においてネットワーク設定およびファイル共有設定
･OAフロアでの配線作業
・LANケーブルテスタによる敷設状況評価
・パソコン複数台によるLAN構築
・ネットワークサーバ導入
・DNS、DHCP、samba、Apache、smtp、pop導入およびクライアント設定

作業内容

カテゴリ6ケーブル

ＨＵＢ

サーバー

感想

※内容欄には、実習をおこなった項目を記入すること
※作業内容の写真は、各自携帯用カメラ等を用いて撮影すること。作業内容によって服装に気をつけること。

システム名 情報通信機器取扱い技術

実習で構築したネットワーク図です。

ケーブルテスタを使って施工したケーブルの評価をおこな
いました。測定結果は、減衰量：○○db、NEXT：○○db、
PSNEXT：○○db、ELFEXT：○○db、PSELFEXT：○○db、
ACR：○○db、PSACR：○○db、RL：○○db

Cat5eケーブルのコネクタ組み立てを行っています。LAN
構築の際はCat6ケーブルを組み立てました。

RJ45コネクタ組み立てるのに予想以上に時間がかかってしまった。また、ケーブルテスタでもエラーが出たので組み
立てなおすことが多かったので丁寧にすばやく組み立てる必要があると思いました。

ＯＡフロアのパネルはをはがし、通線工具を使ってLAN
ケーブルの配線工事をしました。

情報通信機器の取扱いに関する技能及び知識を習得する。訓練到達目標
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作業項目 作業内容 実施前 実施後

日本語入力ができる 2 3

ファイルを指定場所から開く、保存ができる 2 5

画像ファイルを作成、編集ができる 1 5

HTMLファイルを作成できる 1 3

IPアドレスの設定ができる 2 3

DNSの設定ができる 2 3

デフォルトゲートウェイの設定ができる 1 4

メール設定ができる 1 4

LAN構築機器（HUB)が使用できる 1 4

LANケーブルコネクタを組み立てることができる 1 3

OAフロアに配線することができる 1 5

LANケーブルテスタを扱うことができる 1 5

サーバー用OSを導入できる 1 5

DHCPサーバーを導入できる 1 5

FTPサーバーを導入できる 1 3

WWWサーバーを導入できる 1 3

DNSサーバーを導入できる 1 2

SMTP、POPサーバーを導入できる 1 2

ネットワーク障害箇所を探すことができる 1 1

ネットワーク接続不良箇所を探すことができる 1 4

ネットワーク不良機器を探すことができる 1 2

安全管理 安全管理することができる 1 4

習得度確認シート

※採用担当者　様
ポリテクセンター茨城の電気・通信施工技術科では、電気設備や通信設備（光ファイバ），消防設備
の設計・施工及び保守管理、情報通信機器の取り扱いに不可欠な技能と関連知識を身につけ、 求
人企業から求められている最低限の専門知識及び技能・技術を習得し、電気工事技術から通信設
備工事技術まで幅広く対応できるようにしています。
この資料が採用材料の一つとして御活用して頂けたら幸いです。
独立行政法人　雇用・能力開発機構　茨城職業能力開発促進センター　訓練課　砂川
TEL：0297-22-8800　FAX：0297-22-8822
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サーバー導入

トラブル対処

0

1

2

3

4

5
パソコン基本操作

クライアント設定

LAN工事

サーバー導入

トラブル対処

安全管理

実施前

実施後

 

図４－１７ 習得度確認・採用企業担当者様へのお願い（茨城センター活用例） 
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こちらの場合は、訓練生の作業工程を訓練受講者に写真を撮らせて、図４－１６の作業内

容欄に訓練受講者がどのように作業を行なったのかを、写真をいれて作業工程を作成させて

いる。図４－１７は、訓練課題確認シートの代わりに、訓練受講前と受講後の習得度を表に

示し、さらに作業項目で、レーダーチャート形式で表示させている。 

 

今後２施設での事例などを参考に全国の施設にて、訓練受講者の訓練習得の見える化のツ

ールになるよう普及につとめていきたい。 

 

 

 

 

 


